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地 質 断 面 図 及 び 地 質 柱 状 図 凡 例 
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第 3.2.4 図 地 質 断 面 図（A－A′断面） 
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第 3.2.5 図 地 質 断 面 図（B－B′断面） 
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第 3.2.7 図 地質断面図（固体廃棄物減容処理施設）
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第3.2.8図 地 質 柱 状 図 （ボーリング No.4） 
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第 3.2.9 図 地 質 柱 状 図 （ボーリング No.5） 
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第3.2.10図 地 質 柱 状 図 （ボーリング No.8） 
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第3.2.11図 地 質 柱 状 図 （ボーリング No.10） 
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第3.2.12図 地 質 柱 状 図 （ボーリング No.11） 
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第3.2.13図 地 質 柱 状 図 （ボーリング No.12） 
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第3.2.14図 地 質 柱 状 図 （ボーリング No.13） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.１ 標高 39.65m 

第 3.2.15 図 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.１） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.２ 標高 40.00m 

第 3.2.16 図 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.２） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.３ 標高 39.86m 

第 3.2.17 図 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.３） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.４ 標高 40.00m 

第 3.2.18 図 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.４） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.５ 標高 40.45m 

第 3.2.19 図 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.５） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.６ 標高 39.98m 

第 3.2.20 図(1) 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.６） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.６ 標高 39.98m 

第 3.2.20 図(2) 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.６） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.６ 標高 39.98m 

第 3.2.20 図(3) 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.６） 
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第3.2.21図 大洗研究所周辺（～100㎞圏内）の断層位置 
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第 3.2.22 図 地下水面測定位置 

大洗研究所 
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第 5 . 1 図  敷 地 周 辺 の 過 去 の 地 震  



 

3-5-図-2 

 
第 5.2 図  金 井 の 速 度 期 待 値 図  

（ 単 位 :kine） 
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第 5.3 図 平成 23 年(2011 年)東北地方太平洋沖地震以降の

敷地周辺における地震の震央分布（2011 年 3 月～

2013 年 3 月、M=5.0 以上） 
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